
藤
沢
宿
は
、
江
戸
時
代
に
整

備
さ
れ
た
東
海
道
の
宿
場

「
東
海
道
五
十
三
次
」
の
ひ

と
つ
。
江
戸
時
代
初
期
の
慶

長
6
年
（
１
６
０
１
）
、
江

戸
幕
府
が
東
海
道
の
駅
制

を
定
め
た
際
に
宿
場
町
と

し
て
整
備
さ
れ
、
起
点
で
あ

る
江
戸
日
本
橋
か
ら
数
え
て
6
番
目
に
あ
っ
た
。
慶
長
元

年
（
１
５
９
６
）
に
は
、
す
で
に
徳
川
将
軍
家
の
宿
泊
施

設
で
あ
る
藤
沢
御
殿
が
築
か
れ
て
い
た
。
当
時
か
ら
旅
人

た
ち
に
人
気
の
「
大
山
詣
で
、
江
ノ
島
弁
財
天
詣
で
」
の

要
所
で
あ
り
、
東
海
道
を
西
へ
下
り
、
途
中
、
北
西
へ
分

か
れ
る
大
山
道
、
南
へ
下
る
江
の
島
道
、
さ
ら
に
鎌
倉
道

や
八
王
子
道
な
ど
多
く
の
道
が
集
結
し
て
い
た
地
な
の

で
あ
る
。
宿
場
町
に
は
、
歌
舞
伎
「
小お
ぐ
り
は
ん
が
ん

栗
判
官
・

照て
る
て
ひ
め

手
姫
」
の
旧
跡
も
あ
る
遊
行
寺
や
、
義
経
ゆ
か
り
の
白

旗
神
社
や
「
義
経
首
塚
及
び
首
洗
い
井
戸
」
が
あ
り
、
ま

た
一
里
歩
け
ば
江
の
島
で
弁
財
天
参
詣
も
で
き
る
。
名
所

が
集
ま
る
風
光
明
媚
な
藤
沢
は
、一
流
の
絵
師
た
ち
に
よ

っ
て
数
多
く
の
浮
世
絵
に
描
か
れ
て
い
る
。

藤
沢
宿
の
歴
史

江
島
神
社
（
→
P
４
）
は
、
古
来
よ
り
聖
域
と
さ
れ
、

島
の
洞
窟
（
現
在
の
江
の
島
岩
屋
）
に
は
空
海
や
日

蓮
な
ど
名
だ
た
る
名
僧
が
修
行
に
訪
れ
た
。
鎌
倉
時

代
に
は
戦
勝
祈
願
を
行
っ
た
源
頼
朝
が
江
の
島
を
訪

れ
、
八
は
っ
ぴ
べ
ん
ざ
い
て
ん

臂
弁
財
天
と
鳥
居
を
奉
納
し
た
と
い
わ
れ

る
。
弘
安
5 

年
（
１
２
８
２
）
に
は
、一
遍
上
人
が
鎌

倉
入
り
を
拒
ま
れ
片
瀬
で
踊
り
念
仏
を
行
っ
た
際
に

も
、
江
の
島
に
参
詣
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
慶

長
5
年
（
１
６
０
０
）
に
は

徳
川
家
康
が
江
島
神
社
を

参
詣
。
江
戸
時
代
に
庶
民
の

間
で
も
弁
財
天
信
仰
が
盛

ん
に
な
る
と
、
江
戸
か
ら
箱

根
の
関
所
を
通
ら
ず
に
参

詣
で
き
る
江
の
島
は
、
多
く

の
参
詣
客
で
賑
わ
っ
た
。
　

江
の
島
の
歴
史

n『東海道七 五十三次 藤沢（隷書
東海道）』歌川広重

o『東海道五拾三次之内藤沢』歌
川広重

江
戸
時
代
に
日
本
橋
を
基
点
と
し
た
東
海
道
五
十
三
次
の
6
番
目

の
宿
場
町
だ
っ
た
藤
沢
。
市
内
に
は
賑
や
か
な
宿
場
町
ゆ
か
り
の

寺
社
や
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

藤
沢
の

江
戸
時
代
の
旅
人
た
ち
を
魅
了
し
た

歴
史
探
訪

境内は樹林に包まれ、その全体が市の天然記
念物に指定されている。なかでも「かながわの
名木100選」のカヤの巨木は圧巻だ。寺の南側
の公園には「弁慶塚」がある。
K藤沢市本町4-5-21 k小田急江ノ島線藤沢本町駅か
ら徒歩7分GJi境内自由 pなし

常光寺
●じょうこうじ

緑豊かな境内で
のんびり癒される

0466-22-2266 MAP 付録オモテD4

日蓮宗の古刹で、日蓮聖人が奇跡的に処刑をまぬ
がれたことで知られる龍の口刑場跡に、延元2年
（1337）、日法上人によって建立された。五重塔は
「かながわの建築物100選」に選定されている。
K藤沢市片瀬3-13-37 k江ノ電江ノ島駅から徒歩3分 G
無料J9時30分～16時 i無休 p5台  ［設備］トイレ

龍口寺
●りゅうこうじ

明治時代に建立された
五重塔は必見

0466-25-7357 MAP 付録ウラ①C1

n

重
厚
感
を
感
じ
さ
せ
る
本

堂
。
春
に
は
山
門
脇
や
境
内

が
美
し
い
桜
で
彩
ら
れ
る

n正式名称は八王山摂取院常光寺

龍の口竹灯籠
たつのくちたけとうろう

龍口寺の仁王門前から五重塔まで約
5000基の竹灯籠が並び、境内がや
さしいロウソクの灯りに包まれる。
期間　2019年8月3日･4日（土･日曜）
時間　18～21時※点灯時間
会場　龍口寺

o青竹の灯籠に揺れるロウ
ソクの炎が幻想的なムード

MAP 付録ウラ①C1

0466-22-4141
（藤沢市観光センター）藤沢七福神めぐり

毎年1月に藤沢七福神めぐりのスタンプラリーが開催され
ている。藤沢七福神の神社･寺院は藤沢宿にある4カ所を
含めて合計8カ所。参加用紙は市内鉄道各駅や、観光案内
所（ →P3）で。

大黒天（諏訪神社）

寿老人（感応院）

福禄寿（常光寺）

毘沙門天（白旗神社）

布袋尊（養命寺）

恵比寿（皇大神宮）

毘沙門天（龍口寺）

弁財天（江島神社）

藤
沢
宿
に
あ
る
寺
社

藤沢七福神

o開運干支暦手拭いは、期間中に藤沢市観光セン
ターや、藤沢市ふじさわ宿交流館などで販売

0466-55-2255 MAP 付録オモテE4

東海道五十三次や藤沢宿に関する資料をわか
りやすく展示。歴史に関する講座や寄席など
のイベントが多数開催されている。
K藤沢市西富1-3-3kJR藤沢駅北口から徒
歩14分 G入館無料 J9～18時（10～3月は
～17時）i休日 pなし

藤沢市ふじさわ宿交流館 ●ふじさわしふじさわしゅく
　こうりゅうかん

藤沢宿の貴重な資料を展示するスポット

o昔の藤沢宿周辺を再現し
たジオラマ

o県内唯一の本式木造五
重塔は明治時代の建立

江
島
神
社
の
縁
起
書
で
、
江
の
島
が
弁
財
天
信

仰
の
聖
地
と
な
っ
た
ル
ー
ツ
と
な
る
物
語
。
江
の

島
の
龍
恋
の
鐘
（
→
P
５
）
は
「
天
女
と
五
頭

龍
」
の
恋
物
語
に
ち
な
ん
だ
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

【
あ
ら
す
じ
】

五
つ
の
頭
を
持
つ
恐
ろ
し
い
龍
が
鎌
倉
に
住
み
、

悪
行
の
限
り
を
尽
く
し
て
村
人
を
苦
し
め
て
い

た
。
天
か
ら
舞
い
下
り
た
美
し
い
天
女
に
恋
を
し

た
龍
は
求
婚
す
る
が
、
悪
行
を
理
由
に
結
婚
を

断
ら
れ
て
し
ま
う
。
悲
し
ん
だ
龍
は
心
を
入
れ
替

え
、
人
々
の
た
め
に
尽
く
し
、
つ
い
に
心
を
許
し

た
天
女
と
結
ば
れ
た
と
い
う
。

o江島神社の奉 安殿
に安置されている妙音
弁財天（みょうおんべん
ざいてん）

「
江
島
縁
起
」
物
語

藤
沢
市
の
花「
フ
ジ
」
を
堪
能
す
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

境
川･

フ
ジ
水
辺
ロ
ー
ド
を
散
策

フ
ジ
の
開
花
時
期
は
例
年
４
月
下
旬
〜
５
月
上
旬
。
フ
ジ
棚
か
ら

花
房
を
垂
ら
す
よ
う
に
咲
く
可
憐
な
フ
ジ
を
訪
ね
て
み
よ
う
。

10

る
る
ぶ
特
別
編
集
藤
沢
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